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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
旧
年
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
昨
年
４
月
１
日
に
は
、
８
市
町
村
が
合
併
し
、
新

「
三
次
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
伝
統
や
文

化
を
大
切
に
し
な
が
ら
、新
し
い
三
次
の
「
ま
ち
づ
く
り
」

に
元
気
い
っ
ぱ
い
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
庁

や
支
所
の
連
携
不
足
や
、
職
員
同
士
の
意
思
疎
通
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
も
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

　『
市
民
の
皆
さ
ま
が
お
客
さ
ま
』
を
基
本
に
徹
底
し
た

行
財
政
改
革
を
行
い
、
事
業
の
効
率
を
高
め
、
知
恵
と
熱

意
で
政
策
を
つ
く
り
、
信
頼
さ
れ
る
市
役
所
を
目
指
し
ま

す
。
す
べ
て
の
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
将
来
の
「
三
次
」

の
〝
夢
〞
を
語
り
、
創
造
し
て
ま
い
り
ま
す
。

三
　
次
　
市
　
長
 　

　
岡
　
広

小

路

　
新
潟
県
中
越
地
震
等
で
得
た
教
訓
も
大
き
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。
日
頃
の
危
機
管
理
に
対
す
る
意
識
と
、
行
政
だ

け
で
行
う
こ
と
の
限
界
も
分
か
り
ま
し
た
。

　
山
古
志
村
の
村
長
さ
ん
が
、
全
村
民
避
難
と
い
う
壊
滅

的
な
状
況
の
中
で
話
さ
れ
た
こ
と
。

　「
村
を
立
て
直
す
に
は
村
民
の
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
が
必

要
！
」

　
復
興
の
た
め
に
道
路
や
河
川
を
整
備
し
て
も
、
そ
れ
だ

け
で
は
不
十
分
。大
切
な
の
は
心
を
ひ
と
つ
に
で
き
る『
文

化
』
で
あ
る
。
村
に
対
す
る
愛
情
が
一
人
ひ
と
り
の
村
民

に
な
け
れ
ば
復
興
は
で
き
な
い
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
新
し
い
「
ま
ち
づ
く
り
」
も
、
市
民
が
「
三
次
」
を
愛

4

4

4

4

4

し
「
三
次
」
ら
し
く
頑
張
る
こ
と
だ
と
信
じ
ま
す
。

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
っ
て



3 広報みよし2005年1月

　
合
併
の
大
き
な
要
因
は
、
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
に

よ
る
地
方
分
権
の
進
展
と
、
国
・
地
方
を
通
じ
て
の

７
０
０
兆
円
に
の
ぼ
る
異
常
な
債
務
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
の
大
き
な
転
換
を
必
要

と
し
、
ま
さ
に
「
自
ら
の
ま
ち
は
、
自
ら
で
つ
く
る
」
地

方
の
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
権
限
や
財
源
の
移
譲
の
も

と
、
国
・
県
に
頼
る
時
代
か
ら
、
自
ら
が
限
ら
れ
た
財
源

を
有
効
に
使
っ
て
、
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
、
住
み
良
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
情
勢
の
も
と
で
、
議
員
の
果
た
す
役
割
は
ま

す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
私
ど
も
市
議
会
と

い
た
し
ま
し
て
は
、市
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、

共
に
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
く
決

意
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
、
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
し
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
新
た
な
思
い
で
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
私
ど
も
議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
、
５０
年
か
ら
１
１
５
年
の
歴
史
を
持
つ

８
つ
の
市
町
村
の
合
併
と
い
う
歴
史
的
な
年
で
あ
り
ま
し

た
。
合
併
は
市
町
村
の
生
き
残
り
を
か
け
た
取
り
組
み
で

あ
り
ま
す
が
、
平
成
の
大
合
併
の
中
で
も
、
本
市
の
合
併

は
、
政
治
的
・
経
済
的
に
も
以
前
か
ら
８
市
町
村
の
結
び

つ
き
も
強
く
、
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
し
た
も
の
の
、

比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
こ
と
で
、
合
併
の
模
範
と
も

な
り
、
全
国
の
自
治
体
か
ら
多
く
の
視
察
に
来
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

三
次
市
議
会
議
長
 　
伊
　
達
　
亮
　
詞
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来
年
度
か
ら
施
設
規
模
の
検
討

や
設
計
を
行
い
、
平
成
21
年
春
の

オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
子
ど
も
た

ち
が
憧
れ
る
よ
う
な
野
球
場
と
な

る
よ
う
に
、
近
く
に
立
地
す
る
美

術
館
や
広
島
三
次
ワ
イ
ナ
リ
ー
と

い
っ
た
観
光
資
源
と
の
調
和
に
配

慮
し
た
景
観
設
計
を
行
い
ま
す
。

●
施
設
活
用
の
方
向
性

○
プ
ロ
野
球
試
合
（
オ
ー
プ
ン
戦

等
）
に
対
応
で
き
る
施
設
規
模

を
考
え
て
い
き
ま
す
。

○
野
球
だ
け
で
な
く
、
コ
ン
サ
ー

ト
や
大
型
イ
ベ
ン
ト
で
の
活
用

等
も
視
野
に
入
れ
検
討
し
ま
す
。

　
三
次
地
域
は
こ
れ
ま
で
多
く
の

プ
ロ
野
球
選
手
を
輩
出
す
る
な

ど
、
野
球
を
中
心
と
し
て
ス
ポ
ー

ツ
の
盛
ん
な
地
域
で
す
。

●
野
球
場
整
備
の
目
的

　
西
酒
屋
町
に
あ
る
市
営
球
場

は
、
①
施
設
の
老
朽
化
　
②
駐
車

場
や
更
衣
施
設
等
の
不
足
　
③
野

球
以
外
の
施
設
利
用
が
困
難
　
等

の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
み
よ
し
運
動
公
園
の
中
に
、
他

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
一
体
的
に
野

球
場
を
整
備
し
て
、
効
率
的
な
施

設
集
約
と
利
用
者
の
利
便
性
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

（
市
長
）　
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
念
願
か
な
っ
て
野
球
教
室
を
開
催
で
き

ま
し
た
。

（
福
原
）　
三
次
か
ら
数
年
後
プ
ロ
野
球
選
手
が

出
る
と
い
い
で
す
ね
。
阪
神
に
入
団
し
て
ほ

し
い
。

　
来
年
ま
た
胸
を
は
っ
て
三
次
に
帰
っ
て
こ
れ

る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

（
永
川
）　
プ
ロ
に
入
れ
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
。
来
年
は
50
試
合
投
げ
ら
れ
る
こ
と

を
目
標
に
し
ま
す
。

（
二
岡
）　
夢
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
っ
て
ほ
し

い
。
三
次
市
民
の
温
か
い
声
援
・
拍
手
に
、

東
京
ド
ー
ム
と
同
じ
位
、
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。

　少年野球教室＆激励会の開催を記
念して、３選手から貴重な手形をも
らいましたので、記念のたてをつく
りました。市役所東館ロビーで展示
していますので、ぜひご覧ください。

　昨年12月5日（日）、三次市出身のプロ野球3選手が帰郷。読売巨人軍の二岡選手、阪神タイガー

スの福原投手、広島東洋カープの永川投手が、三次の子どもたちへエールを送り、抱負を語りました。

み
よ
し
運
動
公
園

野
球
場
整
備
に
つ
い
て

三次出身プロ野球選手

指導する永川選手

指導する福原選手

少年野球教室のあと激励会を開催。恩師を交えて、
小･中学生時代のエピソードなども披露されました。
（左から福原選手・二岡選手・永川選手）

手形・
サイン
展示中!

《巨人》 二岡選手   《阪神》 福原選手
《広島》 永川選手 三次に集結!
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三
次
市
合
併
記
念

　
三
次
の
霧
の
海
の
す
ば
ら
し

さ
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
で
活

動
し
て
い
る
「
霧
中
ク
ラ
ブ
」

む

ち
ゅ
う

主
催
の
「
霧
の
海
作
品
展
」

が
、12
月
３
〜
５
日
の
３
日
間
、

み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
三
次

の
霧
の
海
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

写
真
・
絵
画
・
生
花
・
俳
句
な

ど
50
点
あ
ま
り
の
作
品
展
示
に

加
え
、
霧
中
ク
ラ
ブ
の
活
動
紹

介
や
「
霧
の
海
開
き
」
の
様
子

を
ビ
デ
オ
で
放
映
。
多
く
の
方

が
訪
れ
、
三
次
の
観
光
資
源
の

一
つ
「
霧
の
海
」
や
、
霧
中
ク

ラ
ブ
の
活
動
に
関
心
を
寄
せ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　
時
は
江
戸
時
代
、
50
歳
か
ら

一
途
に
夢
を
追
い
求
め
、
実
測

に
よ
る
初
の
日
本
地
図
を
作
っ

た
男
、
伊
能
忠
敬
。
忠
敬
の
18

年
に
及
ぶ
日
本
地
図
作
成
の
た

め
の
測
量
の
旅
を
描
い
た
こ
の

映
画
を
上
映
し
ま
す
。

　
夢
に
向
か
っ
て
一
歩
一
歩
の

積
み
重
ね
が
や
が
て
大
き
な
足

跡
に
な
る
と
い
う
人
間
の
無
限

の
可
能
性
に
つ
い
て
こ
の
映
画

は
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
三
次
・
布
野
の
街
道
も
通
っ

た
と
い
わ
れ
る
伊
能
忠
敬
の
映

画
を
、
ぜ
ひ
、
ご
家
族
お
友
達

み
ん
な
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
６
日（
日
）

　
　
　
13
時
30
分
〜

場
所
　
三
次
市
文
化
会
館

入
場
は
無
料
で
す
。

（
先
着
１
１
０
０
名
様
）

キ
ャ
ス
ト
　
加
藤
剛
・
賀
来
千

賀
子
・
西
田
ひ
か
る
・
榎
木

孝
明
・
丹
波
哲
郎
ほ
か
。

お
問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
　

観
光
・
地
域
交
流
グ
ル
ー
プ

☎（
０
８
２
４
）６
４

－

０
０
６

６
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
８
２
４
）６
４

－

０
０
９
６

「
霧
の
海
」作
品
展
が

　
 開
催
さ
れ
ま
し
た

映
画「
伊
能
忠
敬
〜
子
午
線
の
夢
〜
」

い

の

う

た

だ

た

か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
上
映
し
ま
す大きな“夢”を見てください

　　－第二の人生を賭けた挑戦

筑
紫
哲
也
講
演
会

　
毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日
23
時

か
ら
の
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
23
」
で
お

な
じ
み
の
筑
紫
哲
也
さ
ん
に
よ

る
講
演
と
、
𠮷
岡
市
長
と
の
対

談
を
行
い
ま
す
。

講
　
師
　
筑
紫
哲
也
さ
ん

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

演
　
題

「
多
事
争
論
」
〜
地
方
か
ら
つ

く
る
、
こ
の
国
の
未
来

日
　
時
　
２
月
20
日（
日
） 

　
14
時
〜（
開
場
 13
時
30
分
）

場
　
所

三
次
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
料

１
月
17
日（
月
）午
前
８
時
30
分

か
ら
市
役
所
総
合
窓
口
と
各
支

所
総
合
調
整
グ
ル
ー
プ
、
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
事
務

所
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
整

理
券
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
観

覧
を
ご
希
望
の
方
は
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。（
１
人
４
枚
ま

で
）

三
次
市
合
併
記
念

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
９
年
　
大
分
県
生
ま
れ
。

早
稲
田
大
学
政
経
学
部
卒
業
。
朝

日
新
聞
社
政
治
部
記
者
、
ワ
シ
ン

ト
ン
特
派
員
、「
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ

ル
」
編
集
長
な
ど
を
経
て
、
平
成

元
年
に
同
社
退
社
。

「
筑
紫
哲
也
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
２３
」
キ
ャ

ス
タ
ー
。

お
問
い
合
わ
せ
先
　
市
長
公
室

政
策
担
当
調
査
研
究
チ
ー
ム

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
２

５
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
２
３
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　（
財
）ひ
ろ
し
ま
文
化
振
興

財
団
で
は
、
県
民
の
自
主
的

な
文
化
活
動
を
支
援
し
、
個

性
豊
か
な
地
域
文
化
の
発
展

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
文

化
活
動
助
成
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

助
成
限
度
額

①
〜
④
30
万
円
、
⑤
20
万
円

助
成
を
希
望
さ
れ
る
団
体

は
、
次
の
と
お
り
申
請
書
等

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
助
成
お
よ
び
助
成

額
は
、
審
査
の
う
え
決
定
さ

れ
ま
す
。

提
出
書
類

助
成
金
申
請
書
、
事
業
実
施

計
画
書
、
収
支
予
算
書
、
そ

の
他
添
付
書
類

提
出
期
限
　
１
月
25
日（
火
）

提
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
　

文
化
・
国
際
交
流
グ
ル
ー
プ

☎（
０
８
２
４
）６
４

－

０
０

９
２
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
８
２
４
）

６
４

－

０
０
９
６

①郷土文化伝承事業 伝統的行事、民俗芸能等の伝承に必
要な器材、用具、衣装等の整備

伝統的な生活用具、民具等の収集

郷土出身文化人の伝記、伝統的地場
産業発達史、郷土史等の記録保存

文化活動の成果発表で、広く一般に
参加を求めるもの

文化活動に必要な指導者招へい

②郷土文化保存事業

③郷土文化記録事業

④成果発表事業

⑤指導者招へい事業

対象事業名 助　成　内　容

文
化
活
動
助
成

事
業
募
集

1　月
日・曜日 行 事 名 場　　所 問い合わせ先

布野支所地域振興グループ
☎（0824）54-211323日（日） 新春コンサート

「オカリナと尺八の調べ」
布野生涯学習
センター

　
江
の
川
カ
ヌ
ー
公
園
さ
く

ぎ
で
は
、
作
木
町
の
魅
力
を

多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら

い
、
自
然
を
満
喫
し
て
も
ら

う
た
め
に
「
日
本
の
滝
百
選

　
四
季
折
々
の
常
清
滝
」
と

「
さ
く
ぎ
を
感
じ
る
風
景
」

を
テ
ー
マ
に
写
真
を
募
集
し

ま
す
。

応
募
締
切
　
１
月
31
日（
金
）

　
２
月
に
審
査
会
を
実
施

し
、
３
月
に
入
選
作
品

発
表
、
写
真
展
を
実
施

し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

江
の
川
カ
ヌ
ー
公
園

さ
く
ぎ

☎（
０
８
２
４
）５
５

－

７
０
５
０
　
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
０
８
２
４
）
５
５

－

７
０
５
１

江
の
川
カ
ヌ
ー
公
園
さ
く
ぎ

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

2　月
日・曜日 行 事 名 場　　所 問い合わせ先

自治振興部まちづくり
推進室
☎（0824）64-0066

6日（日）
三次市合併記念
映画「伊能忠敬～子午
線の夢～」上映

三次市文化会館

みわ文化センター
☎（0824）52-373919日（日） 人形劇団クラルテ

おひさま劇場
みわ文化
センター

市長公室政策担当
調査研究チーム
☎（0824）62-6225

20日（日） 三次市合併記念
筑紫哲也講演会 三次市文化会館

雄大な常清滝

期　間　3月27日（日）～4月2日（土）
　　　　6泊7日
場　所　鹿児島県大島郡与論島
説明会　（広島会場）
　　日時　2月19日（土）15:30～16:30
　　会場　広島国際会議場
定　員　小学生 400人
　　　　（全国の小学2年生～6年生）
締　切　3月7日（月）先着順
参加費　113,000 円

第29回

ちびっこ探検学校
ヨロン島

資料請求・申込・お問い合わせ

（財）国際青少年研修協会
 ☎  （03）3359-8421
FAX（03）3354-2207

ホームページ http://www.kskk.or.jp
電子メール info@kskk.or.jp 

参加
者

募集
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平
成
18
年
の
４
月
に
開
館
予
定
の
奥

田
元
宋
・
小
由
女
美
術
館
で
は
、
多
く

の
市
民
の
方
に
美
術
館
運
営
に
携
わ
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
作
品
解
説
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
き
ま
す
。

美
術
館
を
支
え
る

　
全
国
の
多
く
の
美
術
館
で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
運
営
の
重
要
な
部

分
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
展
示
作
品
の
監
視
や
会
報
の
編
集
、

さ
ら
に
は
作
品
の
解
説
や
学
芸
員
の
手

伝
い
な
ど
、
専
門
的
な
知
識
が
必
要
な

分
野
に
深
く
関
わ
っ
て
お
ら
れ
、
団
体

に
よ
っ
て
は
、
メ
ン
バ
ー
が
独
自
に
企

画
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
、
機

動
力
を
活
か
し
た
宣
伝
活
動
を
展
開
し

た
り
す
る
な
ど
、
活
発
に
動
い
て
お
ら

れ
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
楽
し
む

　
作
品
解
説
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
求
め

ら
れ
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

　
正
確
に
作
品
の
内
容
を
伝
え
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
重
要
な
こ
と
で
す
が
、
来

館
者
と
一
体
と
な
っ
て
喜
び
を
分
か
ち

合
う
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

 

「
こ
れ
は
何
に
見
え
ま
す
か
」

 

「
こ
の
作
品
に
は
ど
ん
な
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
」

　
そ
ん
な
来
館
者
と
の
対
話
の
な
か

で
、
予
期
せ
ぬ
答
え
に
新
た
な
作
品
観

が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
は
、
作
品
を

鑑
賞
し
な
が
ら
、
来
館
者
と
一
緒
に
夢

を
語
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
役
割
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

美術館に対するご意見、ご要望は、こちらまで。
市長公室 政策担当 キープロジェクトチーム　☎（0824）62-6183　FAX（0824）62-6137
Eメール　seisaku@city.miyoshi.hiroshima.jp

　「奥田元宋・小由女美術館」では、美術館の特性にあったメ
ニューを提供するレストランを設けることにしています。そ
の営業についてはテナント方式とし、出店者を募集します。
　また、美術館のイメージにあったシンボルマークも募集し
ます。

○施設概要
所在地　三次市東酒屋町453-6
レストランの面積203㎡（厨房を含む）
○応募資格
①同種の業務について経営経験年数３年以
上を有すること
②平成18年４月から営業できること
○入居申込書類の提出期限
２月10日（木）17時必着

○応募要項
①白地の用紙に３色以内
②自作の未発表作品
③応募は、応募用紙または縦横15㎝の枠を
書いたA４用紙を縦長で使用し、用紙１枚
につき１作品とする（応募点数制限なし）
④賞金　20万円
○応募締切　
２月10日（木）17時必着

レストランテナント・
シンボルマーク募集
2月10日（木）まで

レストランテナント募集 シンボルマーク募集
テーマは「夢との出会い□新たなる情熱と創造へ」

※詳細および申込み様式等については、下記までご連絡ください。

ボランティア研修を兼ねたギャラリートーク
（『奥田元宋展』会場にて）
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平
成
　
年
度
　

奨
学
生
募
集

●
対
象
者

　
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学

校
後
期
課
程
、
高
等
専
門
学

校
、
大
学
、
短
期
大
学
、
盲
・

ろ
う
・
養
護
学
校
高
等
部
、

専
修
学
校
の
高
等
課
程
及
び

専
門
課
程
に
在
学
す
る
人

●
所
得
基
準

　
父
母
等
の
所
得
が
、
市
が

定
め
る
基
準
額
以
下
で
あ
る

こ
と（
世
帯
構
成
要
件
な
ど
、

世
帯
に
よ
り
控
除
額
が
異
な

り
ま
す
）

●
そ
の
他
の
要
件

①
父
母
等
が
１
年
以
上
三
次
市

に
居
住
し
て
い
る
こ
と

②
父
母
等
が
市
税
を
完
納
し
て

い
る
こ
と

③
他
の
奨
学
金
を
受
け
て
い
な

い
こ
と

④
そ
の
他
修
学
の
た
め
、
市
長

が
特
に
認
め
る
も
の

●
貸
付
利
息
　
無
利
息

●
返
還
期
間

　
17
年
以
内
（
貸
付
総
額
に

三
次
市
教
育
奨
学
金

よ
り
異
な
り
ま
す
）

●
返
還
免
除

　
奨
学
金
の
返
還
が
始
ま

り
、
５
年
以
上
三
次
市
に
居

住
し
た
と
き
、
そ
れ
以
降
の

返
還
金
を
免
除
し
ま
す
。

●
受
付
期
間

　
２
月
１
日（
火
）〜

４
月
15
日（
金
）ま
で

●
対
象
者

　
高
等
学
校
・
大
学
の
入
学

予
定
者
及
び
在
学
生

●
資
　
格

①
本
人
ま
た
は
保
護
者
が
三
次

市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

②
学
業
等
が
優
秀
で
あ
る
こ
と

③
経
済
的
な
理
由
で
学
資
の
支

払
い
が
困
難
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
こ
と

④
他
の
奨
学
金
を
受
け
て
い
な

い
こ
と

●
募
集
人
員
　
若
干
名

●
奨
学
金
の
年
額

　
高
等
学
校
生

　
　
　
９
６
，
０
０
０
円

　
大
学
生

　
　
２
４
０
，
０
０
０
円

●
受
付
期
間

　
２
月
１
日（
火
）〜

４
月
15
日（
金
）ま
で

※（
財
）三
次
市
教
育
振
興
会

の
奨
学
金
は
給
付
制
度
で

す
の
で
、
返
還
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
小
学
校
の
通
学
区
に
つ
い

て
は
、
通
学
区
が
隣
接
し
て

い
て
、
通
学
距
離
が
短
縮
さ

れ
る
区
域
を
指
定
し
た
通
学

区
の
緩
和
区
域
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
三
次
西
・
青
河
・
志

和
地
の
各
小
学
校
に
つ
い
て

は
、
市
内
全
域
か
ら
通
学
で

き
ま
す
。

　
こ
の
通
学
区
の
一
部
緩
和

や
市
内
全
域
か
ら
通
学
で
き

る
３
小
学
校
へ
の
通
学
を
希

●貸付月額（例）

　・国公立高等学校自宅通学　 13,000円

　・私立高等学校自宅外通学　 25,000円

　・国公立大学自宅外通学　　 34,000円

　・私立大学自宅外通学　　　 43,000円

　・私立短大・専修学校（専門課程）

　　　　　　　　　　　　　　 40,000円

申
込
方
法
等
の
お
問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
委
員
会
教
育
企
画
室

☎（
０
８
２
４
）６
２
Ｉ
６
１
８
２
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
８
２
４
）６
２
Ｉ
６
２
８
８

（
財
）三
次
市
教
育
振
興
会

望
さ
れ
る
場
合
は
、
２
月
１５

日（
火
）ま
で
に
教
育
委
員
会

で
変
更
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
教
育
委

員
会
学
校
教
育
室
学
事
グ

ル
ー
プ
（
☎
０
８
２
４̶

６

２̶

６
１
８
４
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０

８
２
４̶

６
２̶

６
２
８

８
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

小
学
校
の
通
学
区

一
部
緩
和
と
自
由
化
に
つ
い
て

三
次
町
宮
の
峡

三

次

町

寺

戸

三
次
町
願
万
寺

十
日
市
町
大
村

十
日
市
西
四
丁
目

十
日
市
町
植
松

南
畑
敷
町
大
下

高

杉

町

向

原

吉
舎
町
雲
通（
ロ
組
）

三
次
小
学
校

三
次
小
学
校

十
日
市
小
学
校

十
日
市
小
学
校

八
次
小
学
校

神
杉
小
学
校

八
幡
小
学
校

河
内
小
学
校

十
日
市
小
学
校

粟
屋
小
学
校

酒
河
小
学
校

十
日
市
小
学
校

和
田
小
学
校

宇
賀
小
学
校

通
学
区
を
緩
和
す
る
区
域

現
在
の
指
定
学
校

変
更
で
き
る
学
校

小
学
校
の
通
学
区

一
部
緩
和
と
自
由
化
に
つ
い
て

17



大学通信教育
（正規の大学教育課程）

合同入学説明会
〈広島で2月26日（土）開催〉

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

平
成
　
年
度
 入
会
受
付

17
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平
成
17
年
４
月
か
ら
の
「
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
」へ
の
入
会
申
込
の
受
付
を
、

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
所
定
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
関
係
書
類

を
添
付
し
て
、
受
付
期
間
内
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
入
会
の
対
象

保
護
者
が
、
労
働
等
に
よ
り
昼
間
家

庭
に
い
な
い
小
学
校
低
学
年
（
第
１

学
年
〜
第
３
学
年
）
の
児
童

◆
申
込
書
類
の
配
布
場
所

す
く
す
く
育
児
支
援
室
（
三
次
市
福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
３
階
）、
市
役
所

総
合
窓
口
、各
支
所
、各
児
童
ク
ラ
ブ

◆
受
付
の
日
程

集
中
受
付
日

１
月
28
日（
金
）〜
29
日（
土
）

９
時
〜
16
時

受
付
場
所
　
三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
４
階
相
談
室

受
付
期
間

１
月
31
日（
月
）〜
２
月
10
日（
木
）

受
付
場
所

す
く
す
く
育
児
支
援
室
、
各
支
所

※
必
ず
２
月
１０
日（
木
）ま
で
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
受
付
期
間
を
過
ぎ

て
提
出
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
次

回（
３
月
中
旬
予
定
）の
審
査
対
象
と

な
り
ま
す
。

大学通信教育
（正規の大学教育課程）

合同入学説明会
〈広島で2月26日（土）開催〉

　大学通信教育を実施している大学・大学院・短期大学で

は、学生を募集しています。このたび、財団法人私立大学

通信教育協会では、広島県教育委員会の後援のもとに、大

学通信教育を受講しようとする方を対象に、講義内容・学

習方法・受講手続きなどについて、大学の教職員が直接相

談を受ける「合同入学説明会」を次の通り開催します。
参加申込不要。入場無料。入退場自由。

開催日／２月26日（土）　12：00～17：00

場　所／広島国際会議場

　　　　（広島市中区中島町 1-5 平和記念公園内）

参加校／32校（大学20校、大学院5校、短期大学7校）

　なお、当日参加者には、大学通信教育の概要、学習方法、

開設学科一覧、取得できる教員免許・資格などが掲載され

ている小冊子『2005 年「大学通信教育ガイド」（大学・短

大編）」を差し上げます。

〒113-0033
東京都文京区本郷2-27-16  大学通信教育ビル3階
財団法人 私立大学通信教育協会
TEL （03）3818-3870　FAX（03）5803-9939
http://www.uce.or.jp

問い合
わせ先

学 生
募 集

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

平
成
　
年
度
 入
会
受
付

子育て支援局　すくすく育児支援室
  ☎  （０８２４）６２－６１４８
FAX（０８２４）６２－６３００

放課後児童クラブの実施場所

小学校区

三 次

児童クラブの名称

三次小学校放課後児童クラブ

三次小学校第2放課後児童クラブ

十日市小学校放課後児童クラブ

ちゅうおう放課後児童クラブ

八次小学校放課後児童クラブ

八次ふれあい放課後児童クラブ

河内小学校放課後児童クラブ

粟屋小学校放課後児童クラブ

神杉小学校放課後児童クラブ

酒河小学校放課後児童クラブ

和田小学校放課後児童クラブ

布 野 放 課 後 児 童 ク ラ ブ

吉 舎 放 課 後 児 童 ク ラ ブ

三良坂放課後児童クラブ

三和小学校放課後児童クラブ

開設場所

三 次 児 童 館

三 次 小 学 校

十 日 市 児 童 館

子供の城保育園

八 次 児 童 館

八次小学校ふれあいホール

河 内 小 学 校

粟 屋 小 学 校

神 杉 小 学 校

酒 河 小 学 校

和 田 小 学 校

上布野老人集会所

吉 舎 児 童 館

三 良 坂 小 学 校

みわ総合福祉センター

定員

40

16

40

50

45

35

16

16

16

16

16

25

25

25

16

十日市

八 次

河 内

粟 屋

神 杉

酒 河

和 田

布 野

吉 舎

三良坂

三 和

お問い合わせ先
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　　　　三次市の子育てに関する
　　　　様々な情報を
　　　　ご紹介します。
　　　　ご利用は携帯電話で

アドレス
http://www.3444.jp/

「三次市子育て情報」
携帯電話版
ホームページ

1/7
OPEN

子育て支援局　すくすく育児支援室
  ☎  （0824）62－6148
FAX（0824）62－6300
電子メール　
ikuji@city.miyoshi.hiroshima.jp

お問い合わせ先



ツベルクリン反応検査・
BCG接種

保育所臨時職員を
募集します

10広報みよし2005年1月

　身近な場所で集い、遊び、相談できるよう、保育所を

地域へ開放します。ご近所の方とお誘いあわせのうえ、

お気軽に遊びにおいでください。詳しい内容は、それ

ぞれの保育所へお問い合わせください。

2月の保育所開放事業

開催場所 日　　時 内　　容
電話番号

FAX番号

開催場所 日　　時 内　　容
電話番号

FAX番号

　三次市では、平成17年4月採用予定の臨

時職員を募集します。履歴書（写真添付）を

子育て支援局のびのびこども室に提出して

ください。

　面接は随時行います。

　4歳までのお子さんでまだお済みでない

場合は早めに接種しましょう。

ツベルクリン反応検査・
BCG接種

保育所臨時職員を
募集します

日　　時　１月26日（水）・28日（金）

受付時間　ツベルクリン反応検査

　　　　　　　13：10～13：20

　　　　　判定・ＢＣＧ接種

　　　　　　　13：20～13：30

場　　所　三次市福祉保健センター

　　　　　４階ふれあいホール

お問い合わせ先

　　子育て支援局　すくすく育児支援室

　　☎（0824）62-6148
　　FAX（0824）62-6300

職　　種　保育士

雇用期間　６か月（最長1年）

雇用条件　日給制、時間外手当・通勤手当

あり、雇用期間に応じて社会保

険・雇用保険・有給休暇あり

提出期限　2月28日（月）

申し込み・お問い合わせ先

　　子育て支援局のびのびこども室

　　☎（0824）62-6147
　　FAX（0824）62-6300

愛光保育所
なかよしハウス

３日㈭
10：00～11：30 リズムで遊ぼう

十日市保育所
なかよしハウス

24日㈭
 9：30～12：00

食事と
なかよし･給食の試食

和田保育所 17日㈭
10：00～11：00

河内保育所

粟屋保育所

さくぎ保育所

16日㈬
10：00～11：00

17日㈭
 9：30～11：30

田幸保育所

川西保育所

神杉保育所

酒屋保育所

17日㈭
10：30～11：30

３日㈭
10：00～12：00

保健師さんと
おはなし会

お団子を
作って食べよう

おもちつき

防火豆まきを
園児としましょう

おはなしを
聞きにきてね

一緒に作って
食べてみよう

一緒にカレーを
食べましょう

一緒に遊ぼう

17日㈭
10：00～11：00

10日㈭
10：00～11：00

３日㈭
10：00～11：30

（0824）62-2590

君田保育所

（0824）62-2594

（0824）62-3038

（0824）62-6038

（0824）66-2091

☎・FAX兼用

（0824）66-1969

☎・FAX兼用

（0824）69-2006

☎・FAX兼用

（0824）66-1324

☎・FAX兼用

23日㈬
10：30～12：00 冬のおはなし会

みわ地域子育て
支援センター

三良坂保育所
地域子育て支援センター

こうぬ保育所
地域子育て支援センター

みゆき保育園
地域子育て支援センター

子供の城保育園
地域子育て支援センター

（0824）63-7505

☎・FAX兼用

（0824）63-0361

☎・FAX兼用

（0824）62-0170

☎・FAX兼用

（0824）55-2058

（0824）55-2158

吉舎保育所

３日㈭
８日㈫※
10日㈭ 
12日㈯
24日㈭

春を呼ぶ会
たまごくらぶ（マタニティの会）
作って遊ぼう
“かばさんくらぶ”
お店屋さんごっこ

月・水・金
10：00～12：00
開催日はお問い
合わせください

遊びにおいで
　キッズルームへ

（0824）53-2085

☎・FAX兼用

８日㈫
10：30～11：30

17日㈭
10：00～11：30

９日㈬
23日㈬
10：00～12：00

（0824）52-2009

☎・FAX兼用

（0824）44-2231

☎・FAX兼用

（0847）67-5252

☎・FAX兼用

おはなし会
一緒にあそぼう

10：00～11：00
※9：30～10：30

（0824）62-1388

（0824）62-1390

（0824）65-1113

（0824）65-1115

絵本の読み語り

一緒に遊ぼう

（0824）43-2522

（0824）43-2598
３日㈭
10：30～11：30

みんなで
豆まきしよう



パパ・ママスクール
（マタニティクラス） 

離乳食講座
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　もうすぐお父さん・お母さんになる方を対象に開催

します。ご夫婦での参加もお待ちしています。子育て

について一緒に学び、体験しましょう！

日　時　１月31日（月） 13：30～16：00

場　所　三次市福祉保健センター３階多目的室

内　容　子育てについての話、赤ちゃんのお風呂（実習）など

参加費　無　料

※母子健康手帳を持ってきてください。

申し込み・お問い合わせ先

子育て支援局　すくすく育児支援室

☎（0824）62-6148　FAX（0824）62-6300

　みんなで一緒に離乳食をつくり、楽しく

交流しましょう！

日　時　１月26日（水） 10：00～12：30

場　所　三次市生涯学習センター

　　　　３階調理室

対　象　乳児を子育て中の保護者とその子ども

参加費　300円（大人のみ）

※1月24日（月）までにお申し込みください。

※託児を行います（要予約）

申し込み・お問い合わせ先

子育て支援局　すくすく育児支援室

☎（0824）62-6148　FAX（0824）62-6300

開始時間月　日 参加対象行事名（1月・2月分）

14時～
15時～
10時30分～
10時30分～
14時～
13時30分～

10時30分～

10時30分～

10時30分～
10時30分～

10時30分～

10時30分～
10時30分～

10時～
13時30分～
10時～
13時30分～

14時～

幼児から
幼児から
小学生
幼児から
幼児から
幼児から

幼児・小学生

幼児から

幼児から
幼児から

幼児

幼児
幼児

一般
幼児から一般
一般
幼児から一般

幼児から一般

たんぽぽ（1月）
トトロのよみきかせ（1月）
おはなしぷーさん（2月）
ぐるんぱ（2月）
たんぽぽ（2月）
図書館へ行こう

お話し広場（2月）

絵本の会「空色のたね」（2月）

絵本の会「どんぐり」（1月）
絵本の会「どんぐり」（2月）

おはなし広場（2月）

おはなし会（1月）
おはなし会（2月）

読書会（1月）
絵本の広場（1月）
読書会（2月）
絵本の広場（2月）

「へびくんのおさんぽ」のお話し会（2月）

 １月29日（土）
 １月22日（土）
  2月 5 日（土）
  2月 9 日（水）
  2月12日（土）
  2月27日（日）

  2月19日（土）

  2月19日（土）

 １月29日（土）
  2月26日（土）

  2月 8 日（火）
 
 １月19日（水）
  2月 9 日（水）

 １月21日（金）
 １月22日（土）
  2月11日（金）
  2月26日（土）

  2月19日（土）

三次市立図書館　☎（0824）62-2639　FAX（0824）63-2861

君田図書館　☎（0824）53-7050（FAX兼用）

布野図書館　☎（0824）54-2119　FAX（0824）54-2429

吉舎図書館　☎（0824）43-3444　FAX（0824）43-7272

三良坂図書館　☎（0824）44-2749　FAX（0824）44-2745

甲奴図書館　☎（0847）67-3532　FAX（0847）67-3538

作木図書館　☎（0824）55-2115　FAX（0824）55-7010

三和図書館　☎（0824）52-3739　FAX（0824）52-3740

パパ・ママスクール
（マタニティクラス） 

離乳食講座

と　き　2月27日（日）　13：30～
ところ　三次市福祉保健センター4階ホール
内　容　絵本の読み語り、紙芝居、工作など
　　　　対象は幼児から

と　き　2月27日（日）　10：00～
ところ　三次市福祉保健センター 1階ホール
※リサイクル市に提供していただける本を受け付けています。直接三次
市立図書館までご持参ください。（雑誌や汚損しているものはご遠慮
ください。）

第4回 図書館へ行こう開催！
三次市立図書館の読み語りボランティアグループ大集合

三次市立図書館  古本リサイクル市

開催 開催



「
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ま
し（
オ
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）詐
欺
」に
気
を
つ
け
て
！

確
認

相
談
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こんにちは
「すこやか保健室」です

　これまで、脳の仕組みと役割、痴呆の症状などを
紹介し、生活改善により予防ができる痴呆について
お伝えをしてきました。
　痴呆を予防するポイントは日々の生活習慣にある
ようです。
《ボケ予防の五か条》
１. 趣味や遊びに熱中し、夢中になれる
２. 趣味や遊びを通じた友達との交わり
３. いきがい・喜び・感動の発見
４. 精神的なハリと緊張感のある毎日
５. 定期的な運動
　これらのことを生活に取り入れ、いきいきとした
人生を送りましょう。

☎（0824）62-6232　FAX（0824）62-6382
痴呆予防
シリーズ
4

　
昨
年
の
１
月
か
ら
12
月
15
日

ま
で
の
間
に
、
広
島
県
内
で

５
７
８
件（
実
被
害
１
１
８
件
、

２
億
４
２
０
０
万
円
）
の
「
な

り
す
ま
し
（
オ
レ
オ
レ
）
詐
欺
」

の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

以
前
は
、
高
齢
者
を
主
に
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
家
に
い
る
こ
と
の
多
い
30

〜
40
歳
代
の
女
性
が
狙
わ
れ
て

い
ま
す
。

《
最
近
の
特
徴
》

①
警
察
官
や
弁
護
士
の
名
前
を

騙
っ
て
、
事
故
や
妊
娠
な
ど

か
たの

示
談
金
を
要
求
。

②
以
前
は
、「
オ
レ
オ
レ
」
と

言
っ
て
名
前
を
聞
き
だ
す
こ

と
か
ら
話
が
始
ま
る
が
、
今

で
は
犯
人
側
か
ら
ご
主
人
や

家
族
の
実
名
を
出
す
。

③
ご
主
人
、
警
察
官
、
弁
護
士
、

修
理
会
社
、
保
険
会
社
な
ど

登
場
人
物
が
複
数
化
し
、
手

口
が
巧
妙
に
な
っ
て
い
る
。

④
振
込
み
を
急
が
せ
る
た
め
、

午
前
か
ら
午
後
の
早
い
時
間

帯
に
多
い
。

⑤
被
害
者
の
多
く
は
、
な
り
す

ま
し
（
オ
レ
オ
レ
）
詐
欺
に

つ
い
て
知
っ
て
い
る
。

《
対
　
策
》

①
警
察
や
弁
護
士
な
ど
の
名
前

が
出
た
ら
「
ど
こ
の
警
察
で

す
か
」「
こ
ち
ら
か
ら
か
け

直
し
ま
す
の
で
住
所
、
電
話

番
号
は
？
」
な
ど
と
冷
静
に

聞
き
返
す
。

②
家
族
の
会
社
や
学
校
、警
察
、

弁
護
士
な
ど
へ
確
認
の
電
話

を
す
る
。

③
電
話
の
相
手
が
ご
主
人
や
家

族
の
実
名
を
語
っ
て
も
疑

う
。

④
振
り
込
む
前
に
誰
か
に
相
談

す
る
。

⑤
電
話
機
の
前
に
な
り
す
ま
し

（
オ
レ
オ
レ
）
詐
欺
の
注
意

書
き
を
貼
っ
て
お
く
。

　
不
審
な
電
話
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
と
づ
く
り
推
進
室

生
活
相
談
グ
ル
ー
プ
　

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
２

２
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
８
２
４
）６
３

－

２
８
０
９

「
な
り
す
ま
し（
オ
レ
オ
レ
）詐
欺
」に
気
を
つ
け
て
！

ま
ず
は
、
確
認
と
相
談
！

　
健
康
管
理
や
栄
養
面
の
知
識

と
、
料
理
の
基
本
的
な
知
識
や

技
術
を
身
に
つ
け
、
よ
り
豊
か

な
食
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
60
歳
以
上
の
男
性
を

対
象
に
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
１
月
27
日（
木
）

　
　
　
10
時
〜
13
時

場
所
　
作
木
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
　
10
名

受
講
料
　
３
０
０
円

　（
材
料
費
が
別
途
必
要
）

申
込
締
切
　
１
月
20
日（
木
）

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

作
木
支
所
地
域
振
興
グ
ル
ー
プ

☎（
０
８
２
４
）５
５

－

２
１
１

３
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
８
２
４
）５
５

－

３
６
７
８

で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時
　
２
月
１
日（
火
）

　
　
　
13
時
〜
15
時

場
所
　
備
北
地
域
保
健
所
第
１

相
談
室
（
備
北
地
域
事
務
所

第
３
庁
舎
３
階
）

ス
タ
ッ
フ
　
精
神
科
医
師
、

　
保
健
師

予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先
　

広
島
県
備
北
地
域
保
健
所

保
健
課
　
保
健
対
策
係

☎（
０
８
２
４
）６
３

－

５
１
８

１
（
内
線
３
３
４
３
） Ｆ
Ａ
Ｘ

（
０
８
２
４
）６
３

－

５
１
９
０

　
備
北
地
域
保
健
所
で
は
、
ア

ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
で
お
困
り

の
方
や
家
族
の
方
な
ど
を
対
象

に
、
精
神
科
医
師
等
に
よ
る
相

談
を
行
い
ま
す
。
原
則
予
約
制

生
涯
学
習
講
座

　
男
性
料
理
教
室

ア
ル
コ
ー
ル
相
談
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●
老
人
保
健
法
の
障
害
認
定

　
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受

け
て
い
な
い
65
歳
以
上
75
歳

未
満
の
人
で
、
寝
た
き
り
な

ど
一
定
の
障
害
を
持
っ
て
い

る
人
が
、
申
請
に
よ
り
市
長

の
認
定
を
受
け
る
と
、
老
人

保
健
法
の
医
療
受
給
者
に
な

り
ま
す
。「
一
定
の
障
害
」

と
は
次
に
該
当
す
る
場
合
で

す
。

〔
対
象
者
〕

対
象
年
齢
は
原
則
65
歳
以
上

75
歳
未
満
の
人
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
の
場
合

○
障
害
の
程
度
の
等
級
が
１

級
か
ら
３
級
の
人
。

○
障
害
の
程
度
の
等
級
が
４

級
の
人
で
、
音
声
機
能
ま

た
は
言
語
機
能
の
障
害
に

該
当
す
る
人
。
下
肢
障
害

の
１
号
、３
号
、４
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

②
障
害
年
金
を
受
給
中
の
場

合
○
公
的
年
金
の
障
害
年
金
証

書
の
障
害
の
等
級
が
１
級

ま
た
は
２
級
の
人
。

○
業
務
上
の
災
害
を
事
由
と

す
る
障
害
年
金
を
受
給
中

の
人
で
、
障
害
の
等
級
が

１
〜
４
級
の
人
。

③
療
育
手
帳
を
持
っ
て
い
る

人
の
場
合

療
育
手
帳
の
等
級
が
Ⓐ

ま
た
は
Ａ
に
該
当
さ
れ
る

人
。

④
精
神
保
健
福
祉
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人
の
場
合

精
神
保
健
福
祉
手
帳
が
１

級
ま
た
は
２
級
の
人
。

　
認
定
を
受
け
る
と
医
療
機

関
等
で
の
自
己
負
担
は
、
前

年
の
所
得
に
応
じ
１
割
か
２

割
負
担
に
な
り
ま
す
。

※
申
請
以
前
か
ら
す
で
に
被

爆
者
手
帳
等
の
公
費
負
担
を

受
け
て
い
た
人
は
医
療
機
関

等
で
の
自
己
負
担
は
い
ま
ま

で
ど
お
り
で
す
。

　
申
請
さ
れ
る
と
、
そ
の
翌

月
１
日
か
ら
、
老
人
保
健
法

の
医
療
受
給
者
と
な
り
ま
す

（
申
請
日
が
１
日
な
ら
そ
の

月
か
ら
）。

●
老
人
医
療
費
の
現
状

　
三
次
市
の
老
人
保
健
対
象

者
は
平
成
16
年
10
月
末
で

１
２
、３
９
４
人
で
、
人
口
の

約
20
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
部
さ
わ
や
か
市
民
室
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
４

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
８
２
４
）６
３

－

２
８
０
９

各
支
所
総
合
調
整
グ
ル
ー
プ

　老人保健対象者は減少していますが、医療
費は年々増加しています。医療費が増加する
と、みなさんが納められている健康保険税
（料）などの負担につながります。病気の予
防や、健康づくりに取り組みながら、次のこ
とに気をつけて、上手な受診を心がけましょ
う。
①お医者さんを信頼し、指示を守りましょう。
②特別な事情がない限り診療時間内に診ても
らいましょう。

③同じ病気で複数の病院にかかる重複受診は
やめましょう。

④かかりつけのお医者さんをもちましょう。
⑤定期的に健康診断を受け、早期発見・早期
治療を心がけましょう。

医療費を大切に使いましょう

老
人
保
健
か
ら
の
お
し
ら
せ

（円）

資源リサイクル室
☎（0824）66-3449  FAX（0824）66-3168
電子メール shigen@city.miyoshi.hiroshima.jp

●ごみの分別説明会・施設見学のお知らせ●

　地域や常会にお伺いしての｢ごみの分別説明会｣を
行っております。ごみの出し方や分別の仕方が良く
分からないとお悩みの方は、ぜひごみ分別説明会を
ご利用ください。開催日時は、土日、祝日、夜間でも
開催し、常会、職場などから、少人数でのお申し込み
も受け付けております。
　なお、講座時間は１時間半から２時間程度ご計画
ください。現在、約50会場1500人の方にご参加いた
だき、たいへん喜ばれております。
　併せて、三次環境クリーンセンターでは、皆さん

の出されたごみや、三次市のリサイクルの現状をご
覧いただき、適正なごみ処理とリサイクルにご理解
を深めていただけるよう、施設見学を受け付けてお
ります。開催日時は、月曜日から金曜日までの10時
から15時までです。地域、学校、職場単位での少人
数のお申し込みでも受け付けております。お気軽に
お問い合わせください。

●ごみ収集ステーションの番号について●

　皆さんの地域のごみ収集ステーションには、お問
い合わせのときに便利な集積所の番号が表示してあ
ります。お電話でのお問い合わせのときは、ぜひこ
の番号をご利用ください。
　例 ： 集積所№　地域　０１－００

●お　知　ら　せ●

※12月から「埋立・有害・危険ごみ用」の小さい袋の販
売を開始しました。

※下荒瀬最終処分場では、埋立ごみの直接搬入受け
付けは行っておりません。すべてのごみや資源搬
入は三次環境クリーンセンターへお願いします。
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三次市農業委員会委員一般選挙のお知らせ
　三次市農業委員会委員の任期は市町村合併特例法による在任特例が切れる平成17年3月31日まで
となっているため、来年４月以降の委員を選挙により選出することとなっております。

（１）立候補予定者事前説明会
　　日時：２月16日（水）14時～
　　場所：みよしまちづくりセンター
　　（三次市十日市西六丁目10番45号）
（２）投票告示日 ：２月27日（日）
（３）不在者投票および
　　期日前投票 ：２月28日（月）
　　　　　　　　　～３月５日（土）
（４）投票期日 ：３月６日（日）
※「期日前投票」は、入場券ハガキに記載
してある場所以外では行うことができ
ませんので、ご注意ください。

農家相談地区別開催のお知らせ
　農業委員会では、農業経営を行ううえで困っておられる問題について、つぎの会場で相談をお受け
いたします。 どんな問題でも結構です。個人の秘密は固くお守りしますので、お気軽にご相談ください。

お問い合わせ先
三次市選挙管理委員会事務局
☎（0824）62-6195 FAX（0824）62-6289

お問い合わせ先／農業委員会事務局　☎（0824）62-6193　FAX（0824）62-6235

開催日時 開催場所 受付時間

2月 9日（水）

2月10日（木）

2月14日（月）

2月14日（月）

2月15日（火）

2月15日（火）

2月16日（水）

2月17日（木）

2月17日（木）

2月18日（金）

酒屋公民館

田幸公民館

粟屋公民館

川西公民館

青河公民館

河内公民館

神杉公民館

和田公民館

川地公民館

三次市役所東
館2階会議室

13：30～16：00

 9：00～11：30

 9：00～11：30

13：30～16：00

 9：00～11：30

13：30～16：00

 9：00～11：30

 9：00～11：30

13：30～16：00

 9：30～15：30

開催日時 開催場所 受付時間

君田支所

三良坂支所

三和支所

甲奴支所

布野支所

作木支所

吉舎支所

9：00～11：30

9：00～11：30

9：00～11：30

9：00～11：30

9：00～11：30

9：00～11：30

9：00～11：30

支　所

◎選挙の名称、定数、選挙の区域、選挙権一覧

選挙の名称 定数 選挙区域 選挙権

第 1選挙区 11
第２から第４選挙
区以外の区域
（旧三次市）

平成16年３月
31日確定の農
業委員会委員
選挙人名簿に
登録されてい
る方

三
次
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

第 2選挙区 6
君田町、布野町及
び作木町の区域

第 3選挙区 9
吉舎町、三良坂町
及び甲奴町の区域

第 4選挙区 4 三和町の区域

2月 4日（金）

2月 4日（金）

2月 4日（金）

2月 4日（金）

2月10日（木）

2月10日（木）

2月15日（火）
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森
林
・
林
業
・
木
材
に
関
す
る
試
験
研
究
成
果
や
内
容
に
つ
い
て
、

皆
様
に
理
解
い
た
だ
き
活
用
し
て
も
ら
う
よ
う
分
か
り
や
す
く
発
表

し
ま
す
。

日
時
　
２
月
８
日（
火
）
13
時
〜
16
時

会
場
　
み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ
先
　
広
島
県
立
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
　
企
画
情
報
部

　
☎（
０
８
２
４
）６
３

－

７
１
０
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
８
２
４
）
６
３

－

７
１
０
３

広
島
県
立
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
 研
究
発
表
会

　調査の結果は、国の農林業施策など、各方面で広く利用
される総合的な資料となります。
　調査員が、１月下旬に調査票を持ってお伺いしますので、
ご協力をお願いします。
　なお、調査票に記入していただいた内容は、統計法に基
づき秘密が厳守され、税務など統計以外の目的に使用する
ことは固く禁じられていますので、ありのままをご記入く
ださい。

お問い合わせ先
総務企画部 企画調整担当 企画調整グループ
☎（0824）62-6115  FAX（0824）62-6137

あ、今年は2005年、
農林業センサスだ!!
平成17年2月1日は、農林業の「今」
と「未来」を知るための大切な調査
「農林業センサス」の調査期日です。

　
今
年
度
農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞
し
た
５
３
７
点

の
中
か
ら
審
査
委
員
会
に

よ
る
書
類
・
現
地
調
査
な

ど
審
議
を
経
て
、
上
田
町

の（
有
）平
田
観
光
農
園
に
、

最
高
の
栄
誉
で
あ
る
天
皇

杯
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
平
田
観
光
農
園
は
、
60

品
種
の
果
実
組
み
合
わ
せ

に
よ
る
周
年
供
給
を
確
立

し
、
農
・
食
・
癒
し
の
文

化
を
発
信
す
る
観
光
農
園

づ
く
り
に
よ
る
都
市
と
の

交
流
、
ま
た
、
環
境
保
全

型
農
業
の
推
進
や
国
内
外

か
ら
受
け
入
れ
た
研
修
生

の
育
成
等
の
取
り
組
み
が

高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。 

天
皇
杯
受
賞

㈲
平
田
観
光
農
園

　今年も積雪の季節となりました。積雪状況により除雪
作業を行いますが、除雪をよりスムーズに行うために、
下記の点についてご理解とご協力をお願いします。

○自動車の路上駐車及び資材等の放置は絶対にしない
でください。（除雪作業の妨げになります！）
○除雪車通過後の出入口等の雪については、皆さんの
ご理解と排雪にご協力ください。
○「道の駅」や除雪車回転場への長時間の駐車はご遠慮
ください。
○積雪により道路へ立木等が垂れ下がる場合は、事前
に伐採をお願いします。なお、立木等で除雪に支障
が生じた場合、やむを得ずこちらで取り除くことが

お問い合わせ先
○国土交通省三次国道出張所　☎（0824）62-3761 FAX（0824）63-5282
　HPアドレス　http://www.miyoshi-mlit.go.jp/
○国土交通省頓原維持出張所　☎(0854)72-0004　FAX（0854）72-0726
　HPアドレス　http://www.matsukoku-mlit.go.jp/tonbara-iji
○広島県備北地域事務所建設局維持課　☎（0824）63-5181　FAX（0824）63-3448
○建設部あんしん建設室　☎（0824）62-6156　FAX（0824）62-6166

ありますのでご了承ください。
○側溝のフタを取り、投雪した場合は、作業後必ずす
みやかにフタを元通りにしてください。（誤って人
が落ちる危険があります!!）
○除雪は夜間・早朝に行う場合がありますので、外出
される際は、反射タスキ等の反射材を着用し事故防
止にご協力ください。
○除雪作業は主要幹線道路（国道、バス路線等）を優先
して行いますのでご理解をお願いします。

道路の除雪に
ご協力お願いします!!
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三
次
市
の
産
業
を
活
性
化
す
る
た

め
、
三
次
商
工
会
議
所
と
市
内
の
各
商

工
会
、
広
島
県
立
大
学
、
三
次
市
に
よ

る
「
三
次
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
」
が
、

昨
年
11
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
三
次
市
を
よ
り
元
気
に

す
る
た
め
の
「
第
１
回
み
よ
し
産
学
官

連
携
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
産
・
学
・
官
連
携
に
よ
る
新
技
術
の

創
出
や
新
事
業
を
考
え
る
き
っ
か
け
づ

く
り
、
ま
た
、
新
商
品
開
発
の
着
眼
点

な
ど
、
事
業
成
功
へ
向
け
た
ヒ
ン
ト
が

見
つ
か
る
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

内
容
　
基
調
講
演
・
実
践
発
表

　
　
　（
３
件
）

日
時
　
１
月
28
日（
金
）

　
　
　
15
時
30
分
か
ら

場
所
　
三
次
ベ
ッ
ケ
ン
ビ
ー
ル

※
終
了
後
に
交
流
会
を
開
催
し
ま

す
。（
会
費
３
、０
０
０
円
）

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
部
元
気
な
商
工
室

企
業
立
地
推
進
チ
ー
ム

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
７
２

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
８
２
４
）６
４

－

０
１
７

２

産
・
学
・
官
　
連
携
で
産
業
振
興
の
推
進
を
！

「
第
１
回
み
よ
し
産
学
官
連
携
セ
ミ
ナ
ー
」の
お
知
ら
せ

　この基本計画の概要説明会を次のとおり実
施いたします。
日時：１回目　2月2日（水） 19時30分から
　　　２回目　2月6日（日） 14時00分から
会場：１回目、2回目のどちらも
　　　みよしまちづくりセンターぺぺらホール
　　　 （三次市十日市西六丁目10－45）
開催時間：１時間程度を予定しております。
　建設予定地につきましては、自薦他薦によ
る公募を行います。募集期間は、２月３日（木）
から４月28日（木）までの間といたします。
　 詳 しくは、 三 次 市 ホ ー ム ペ ー ジ
（http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp/）をご
覧いただくか、市民生活部かいてき環境室（☎
0824-62-6136 FAX 0824-62-6137）までお問い
合わせください。

完成予想図
（平成21年度供用開始予定）

　
三
次
市
で
は
、
県
北
の
中
核
都
市
と
し
て

発
展
し
て
い
く
た
め
に
、
市
内
の
良
好
な
景

観
づ
く
り
と
ま
ち
づ
く
り
（
土
地
利
用
）
に

つ
い
て
検
討
し
、
計
画
を
策
定
中
で
す
。
計

画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
市
民
の
み
な
さ
ん
の

意
向
が
何
よ
り
重
要
に
な
り
ま
す
。
市
で
は

昨
年
12
月
に
市
民
約
３
０
０
０
人
に
対
し
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
回

は
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
、
み
な
さ
ん
の
「
生
の
声
」
を
市
政
に

活
か
し
て
い
き
ま
す
。

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は
？

　
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
っ
た
り
し
て
、
計
画
案
の
立
案
や
検
討

を
行
う
集
ま
り
で
す
。

日
時
　
２
月
上
旬
　
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日

の
午
後
（
２
〜
３
回
程
度
開
催
）

場
所
　
み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

定
員
　
約
40
名

参
加
資
格
　
三
次
市
民
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

　
参
加
で
き
る
方
）

内
容
　
三
次
市
の
地
図
や
写
真
を
用
い
て
の

意
見
交
換
な
ど

申
込
締
切
　
１
月
19
日（
水
）

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

建
設
部
み
ら
い
都
市
室
　

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
６
０
　
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
６
６

景
観
づ
く
り
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
募
集
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　　ただいま
加入予約受付中！
加入金無料キャン
ペーン実施中！

開　催　日　時 場　　　　所
池田常会集会所
下組常会集会所
下山手常会集会所
大当常会集会所（妙法寺）
紙屋常会集会所
和知中常会集会所
寺町常会集会所
郷組常会集会所
菅田常会集会所
上山手常会集会所
宮組常会集会所
西組常会集会所
下中常会集会所
上中常会集会所
尾越常会集会所

対　　　　象
池田常会
下組常会
下山手常会
上大当、下大当常会
紙屋常会
和知中常会
寺町常会
郷組常会
菅田常会
上山手常会
宮組常会
西組常会
下中常会
上中常会
尾越常会

ケーブルテレビ事業　和田地区説明会日程

お問い合わせ先　総務企画部情報室CATVチーム　☎（0824）62-6168  FAX(0824)62-6137 Eメール jouhou@city.miyoshi.hiroshima.jp

1月24日（月） 19：30～

ケーブルテレビ事業 第１期開局地域説明会開催中

1月25日（火） 19：30～

1月26日（水） 19：30～

1月27日（木） 19：30～

1月28日（金） 19：30～

　１月下旬から２月上旬にかけて、和田地区においてケーブルテレビ事業の説明会を開催します。
対象に関係なく都合のよい会場へお越しください。他の地域での開催日程は随時お知らせします。

1月31日（月） 19：30～

2月 1 日（火） 19：30～

2月 2 日（水） 19：30～

　三次市が整備中のケーブルテレビは、ブロードバンド時代に対応した高度情
報通信基盤として整備するものです。施設整備を三次市が行い、事業の運営を
第三セクター㈱三次ケーブルビジョンが行います。
　テレビ電波は、光ファイバーケーブルで各家庭にお届けしますので、鮮明な
画像でお楽しみいただくことができ、地上波デジタル放送にも対応しています。
　また、アンテナの維持管理が一切不要となります。さらに、高速・大容量の
インターネット常時接続により、安価で使い放題のインターネットをお楽しみ
いただけます。その他にも、音声告知放送やＩＰ電話サービスも提供します。
　番組制作ボランティアスタッフも随時募集しております。詳しくは広報みよ
し12月号をご覧ください。

第一期開局地域
　平成18年4月
　　旧三次市内、布野町
第二期開局地域
　平成19年4月
　君田町、作木町、三和町
第三期開局地域
　平成20年4月
　吉舎町、三良坂町、甲奴町

※予約をいただいた方から、光ファイバーの引き込み工事を行いますので、早めの予約をお願いします。

ケーブルテレビのサービス内容・利用料
サービス内容 月　額　利　用　料

基本プラン
市内のニュースやイベント情報など地域情報番組、ＮＨ
Ｋ、民放放送局のテレビ番組、ＢＳ衛星放送、ＣＳ衛星
放送など全33チャンネルを放送予定

2,100円

ライトプラ
ン

上記の基本プランの中から11チャンネルを限定して
放送（三次の情報チャンネルやＮＨＫ、民放放送局のテ
レビ番組、天気予報などを放送予定）

1,575円

音声告知放送
市役所、ＪＡ三次、三次商工会議所など各種団体からの
お知らせを音声でお知らせ（ケーブルテレビへの加入が
必要）

基本プランとセットで 
2,310円

ライトプランとセットで
1,785円

インターネット
接続

高速・大容量で安定した光インターネット。常時接続で
も料金は一定。

3,150円
（プロバイダー接続料含む）

Ｉ Ｐ 電 話
加入者間通話料無料の電話サービス（一般電話、携帯電
話への通話も割安。インターネットへの加入が必要）

インターネットとセットで
3,675円

テ
　
レ
　
ビ

※宅内工事費は必要です
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　2月16日から市・県民税の申告相談が始まりま
す。申告は、皆さんの昨年中の所得を決定し、新
年度に課税する市・県民税や国民健康保険税の基
礎になる大切な届けです。
　忘れずに、指定の会場で申告しましょう。
　次の内容を、今月の「広報みよし」とあわせてお
配りするチラシに記載していますので、ご覧くだ
さい。
○申告受付会場および日程表

○申告しなければならない人
○申告に必要なもの
○農業所得申告について
○申告をしなくてもよい人
○申告についてのお願い
■お問い合わせ先
　財務部課税室市民税グループ
　（☎0824-62-6122 FAX0824-62-6137）
　または各支所総合調整グループ

市・県民税申告相談受付のお知らせ　申告相談 2月16日（水）～3月15日（火）

　税務署の閉庁日（土・日曜日・祝日等）は、税務
署での相談及び窓口での申告書の受付は行っており
ませんので、ご注意ください。なお、時間外収受箱
への提出は受け付けております。

（注）○上記、会場の受付時間は、いずれも9：00～16：00です。
○広島県備北地域事務所へのお問い合わせは、受付けて
おりません。また、ご来場はできるだけ公共の交通機関
をご利用ください。
○三次税務署では、上記期間中、確定申告書の受付など
は行っていますが、上記会場にて申告相談や申告書の
作成指導等を行うため、確定申告会場は設けておりま
せん。
○上記地区は、税務署職員が申告相談や申告書作成指導
等を行う日程を掲載しています。

　税務署では、納税者の方が自ら正しい申告と納税
を行う「申告納税制度」の趣旨に基づき、確定申告
書等をご自分で作成し、申告していただく「自書申
告」を推進しています。
　申告会場では、ご自分で確定申告書等を作成して
いただき、お分かりにならない点などにつきまして
は、アドバイスをいたします。

　申告会場には、簡単に申告書が作成できる装置
（タッチパネル）を設置しています。

　平成15年分の売上（課税売上高）が、1,000万円を
超えている方は、平成17年分消費税の申告と納税
が必要です。また、平成17年１月から記帳や書類
の保存が必要です。

　国税庁のホームページの「確定申告書等作成コー
ナー」をご利用になれば、所得税の確定申告書、消
費税の確定申告書、青色申告決算書、収支内訳書等
が簡単に作成できます。作成した申告書等は、カ
ラープリンタで印刷すれば、窓口や送付でそのま
ま提出できます。また、国税庁ホームページで申
告に関する各種用紙のダウンロードができます。

　これまで書面により行われていた国税の申告、
納税等をインターネット等で行うことができま
す。システムのご利用には、事前の手続きが必要
になります。詳しくは e-Tax ホームページをご
覧ください。

自宅やオフィスでできる国税電子申告・納税システム（e-Tax）
イータックス

三次税務署からのお知らせ 平成16年分所得税確定申告の相談及び申告書の受付は、
2月16日（水）から3月15日（火）までです。

大切なのは、自分で書くこと

申告会場の開設日程について

簡単に申告書が作成できるタッチパネルをご利用ください

消費税が変わりました!!

インターネットで所得税の確定申告書等が作成できます

国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp/

e-Taxホームページ　http://www.e-tax.nta.go.jp/

三次税務署　代表番号 0824-62-2721　　個人課税部門 0824-62-2723
広島国税局税務相談室　広島北分室　082-814-2541
また、下記のホームページにも税金に関する情報を提供していますので、ぜひご覧ください。
　広島国税局ホームページ　http://www.hiroshima.nta.go.jp/
　三次税務署ホームページ　http://www.hiroshima.nta.go.jp/miyoshi

確定申告に
関する
問い合わせ先

地　　区 開　設　日 会　　場　　名

三次税務署
管内全域

2月1日（火）
～3月15日（火）
（土日祝日除く）

広島県備北地域事務所
第3庁舎1階102会議室

三 和 町

吉 舎 町

甲 奴 町

布 野 町

作 木 町

2月18日（金）

2月21日（月）

2月22日（火）

2月23日（水）

2月24日（木）

三次市三和支所

吉舎商工センター

三次市甲奴支所

布野生涯学習センター

作木山村開発センター
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●住宅用地の申告・家屋取り壊し届について

　家屋の４分の１以上を居宅用に使っている建物

用地は、「住宅用地」として課税標準額が軽減さ

れます。

　住宅用地の申告書は一度提出されるだけで、申

告事項に変更が生じない限り再提出の必要はあり

ません。住宅用地として使わなくなった土地は、

「住宅用地適用除外申告書」を提出してください。

　また、家屋を取り壊した場合は、「家屋取り壊

し届」を提出してください。

●償却資産の申告について

　固定資産税は、土地・家屋を所有している人以

外に、償却資産を所有している人も対象となる税

金です。

　償却資産の所有者は、毎年１月１日現在の償却

資産の状況を１月末日までに申告してください。

お問い合わせ先

財務部課税室資産税グループ

☎（0824） 62-6124　FAX（0824） 62-6137

お知らせ 固 定 資 産 税

（2月定期募集）

募集住宅　三次市内の県営住宅のうち新た

に空き家が生じた住宅

募集日　２月２日（水）～４日（金）

※募集住宅、入居資格および応募方法につ

いては１月下旬に県が作成する申し込み

のしおりおよび募集一覧をご覧くださ

い。

申し込み・お問い合わせ先

広島県備北地域事務所建設局建築課

☎（0824）63-5181（代）
FAX（0824）63-3448

　三次市は、平成17・18年度の物品購入等指名願を

次のとおり受け付けします。

受付期間　３月１日（火）～３月25日（金）〔土・日・祝

日を除く〕

提出部数　１部（Ａ４紙ファイルに綴じてくださ

い。）

※持参のみ受け付けします。

※申請様式、添付書類等については三次市ホーム

ページをご覧ください。

アドレス www.city.miyoshi.hiroshima.jp/

提出・お問い合わせ先

管財室　契約グループ

☎（0824）62-6141  FAX（0824）62-6235

県営住宅入居者
平成17・18年度

物品購入等指名願受付

市営住宅・各１戸　　　募集期間　１月20日（木）～1月26日（水）
申し込み・お問い合わせ先
建設部あかるい住宅室（☎0824-62-6161　FAX0824-62-6166）、各支所地域整備グループ

名称等 場　所
月額家賃

（月収による）
間取り等

収入要件
（月収額は法の規定により算定）

その他の要件等

下原住宅
（H15築）

三次市十日
市西二丁目
1955番地1

21,300円～
4階建の1階、
2LDK、水洗

政令月収額20万円以下
(高齢者世帯、単身者世帯
などの場合268,000円
以下）の世帯

①現在、住宅に困っていること
②申込者と同居家族が、税金及びそ
の他の料金を完納していること。
（非課税世帯を除く）
③同居者は、夫婦（婚約者、内縁関係
含む）親子を主体とした家族であ
ること。

④みどりが丘団地については、入居
者の年齢が45歳以下であること。
⑤入居可能日　平成17年2月中旬
から

入居を希望される方は申込書に記入
し、必要書類を添付のうえ、入居希
望者本人がお申し込みください。な
お、入居適格者が募集戸数を超える
場合は抽選となります。

みどりが丘
団地

（H5築）
単身者用

三良坂町三
良坂461
番地140

32,000円～
平屋建、
2ＤＫ、水洗

駅前団地B
（H10築）
単身者用
（世帯も可）

甲奴町本郷
679番地
1

39,000円～
3階建の3階、
2ＤＫ、水洗

政令月収額20万円を超
え60万１千円以下の世
帯

市営住宅入居者募集

募集
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広島北部地域
職業訓練センター

訓練講座等
ご案内

○定員になり次第、受け付けを
締切ります。
○申し込み・お問い合わせ先
　☎（0824）62-8500（FAX兼用）
○時間は変更になる場合があり
ます。
○ホームページをご利用くださ
い。
　http://www.nhvtc.ac.jp

講　座　名 期　　間 時　間 定員
（人）

受　講　料（会員）
受　講　料（一般）

ホームページ
デザインコース

3/1～3/25
火・金

18：30～
20：30 20

10,000円（テキスト代込）
12,000円（ 〃 ）

Excel実践（昼） 2/8・2/9
火・水

9：30～
16：30 20

表計算受験
準備コース

2/16～3/7
月・水・金

18：30～
20：30 20

 9,000円（テキスト代込）

表計算受験準備
（昼） 20

PowerPoint基礎
（昼）

13：30～
16：30 20

 8,000円（テキスト代込）
10,000円（ 〃 ）

3/22・3/23
火・水

JW-CADコース
（昼）

2/19・2/20
土・日

9：30～
16：30 20

Access基礎（昼） 20

11,000円（ 〃 ）

2/17～3/7
4日間

13：00～
16：00

2/22・2/23
火・水

9：30～
16：30

10,000円（テキスト代込）
12,000円（ 〃 ）
 8,000円（テキスト代込）
10,000円（ 〃 ）

 8,000円（テキスト代込）
10,000円（ 〃 ）

 8,000円（テキスト代込）
10,000円（ 〃 ）

お問い合わせ先
県立三次高等技術専門校（☎0824-62-3439　
FAX 0824-63-6888）
〒728-0014　三次市十日市南六丁目14-1
または、最寄りの公共職業安定所（ハローワーク）

受 付 期 間

選 考 日    

合 格 発 表

入 校 日

１月７日（金）～２月16日（水）まで

３月２日（水）・３日（木）

３月15日（火）

４月８日（金）

受け付け及び選考

県立三次高等技術専門校では、次のとおり平成17年４月入校の訓練生を募集しています。

募集内容

訓練生募集のお知らせ

訓練科 定員 訓練期間 入校日 応募対象者 訓　練　内　容

自動車整備科 20人 1年

4月8日
（金）

18歳以上
おおむね30歳までの
人

自動車整備に必要な基礎および専門
知識・技能を習得します。

建築科 20人 1年
おおむね30歳までの
人

木造建築物に必要な専門知識・技能
を習得します。

エクステリア
左官科

10人 1年 45歳までの人
塗り壁・タイル・ブロック・レンガ
およびエクステリア施工に必要な知
識・技能を習得します。

溶接技術科 15人 6か月
学歴や年齢について
特別の制限はありま
せん

ガス溶接の基礎・アーク溶接の基礎・
板金の基礎を習得します。

ＯＡ事務科 20人 6か月
学歴や年齢について
特別の制限はありま
せん

簿記・電卓・ワープロ・表計算・社
会保険・税法・接遇を習得します。

産業別最低賃金が改正されました 今年度より、産業別最低賃金は時間額のみとなり
ました。金額および発効日は下表のとおりです。

左記　産業別最低賃金の適用のない業
種については、

広島県最低賃金
時間額 645円

（平成16年10月1日発効）
が適用となります。

最低賃金についてのお尋ね先は、
広島労働局　賃金室
　☎（082）221-9244
　FAX（082）221-9252
三次労働基準監督署
　☎（0824）62-2104

産業別最低賃金 発　効　日
製鉄業、鋼材、銑鉄鋳物、可鍛鋳鉄製
造業、その他の鉄鋼業 772円 平成16年12月16日

建設用・建築用金属製品、その他の金
属製品製造業 752円 平成16年12月31日

一般機械器具製造業 753円 平成16年12月16日
電気機械器具、情報通信機械器具、電
子部品・デバイス製造業 710円 平成16年12月16日

自動車・同附属品製造業 739円 平成16年12月16日
船舶製造・修理業，舶用機関製造業 776円 平成16年12月16日
各種商品小売業 731円 平成16年12月16日
自動車小売業 737円 平成16年12月31日

時間額
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●三次市文化会館（三次町）

　☎（0824）63-6335　FAX（0824）63-6337
４日（金）　（財）三次市教育振興会設立35周年記念事業

「広島交響楽団三次演奏会」
６日（日）　三次市合併記念「伊能忠敬～子午線の夢～」
　　　　　映画上映会
12日（土）～14日（月）　第39回備北地区児童生徒書き初め

展
14日（月）　Ｌ・Ｃ教養講座「病院からいただく薬につい

て」
20日（日）　三次市合併記念　筑紫哲也講演会
27日（日）　ヤングピアニストガラコンサート
●みよし運動公園（東酒屋町）

　☎（0824）62-1994　FAX（0824）64-0344
26日（土）～27日（日）　ジュニアユースサッカープレミア

カップ三次地区予選会　
●県立みよし公園（四拾貫町）

　☎（0824）66-3366　FAX（0824）66-3370
６日（日）　山平杯三次地区高等学校ソフトテニス
　　　　　インドア選手権大会
12日（土）　バレーボール指導者研修会
13日（日）　第47回三次市小学生バレーボール交歓大会
15日（火）　三次市パークゴルフ協会月例コンペ
19日（土）～20日（日）　ソフトテニス広島県少年女子強化

練習会
20日（日）　平成17年度松江工業高等専門学校入学試験
25日（金）　みよし公園パークゴルフ協会月例コンペ
25日（金）～26日（土）　呉服展示会
26日（土）～27日（日）　第９回三次インドアソフトテニス

大会
●広島県立歴史民俗資料館（小田幸町）

　☎（0824）66-2881　FAX（0824）66-3106
～３月31日（木）　スポット展「円面硯」
12日（土）　歴風トーク「米を炊く、米を蒸す」
19日（土）　ふどきの丘体験教室「こふんの森たんけん　

野鳥かんさつ」

主 な 行 事
2月

人口の動き 1月1日現在

人口総数
男
女

世帯総数

61,649人
29,224人
32,425人
23,667世帯

12月の気象
降 水 量
平均気温
最高気温
最低気温

129.0㎜
5.0℃
17.2℃
－0.9℃

（　3日）
（24日）

《広島気象台 三次地方観測所資料による》

ハローワーク三次の求人・求職状況

月間有効求職者数
月間有効求人数
月間有効求人倍率

973人
1,191人
1.22倍

求人募集・仕事の相談はハローワークへ！
☎（0824）62-8609　FAX（0824）62-1859

（11月分）

警 報 日　交通死亡事故発生の可能性がもっとも高い日
2月1日（火）

注意報日　警報日に続いて注意を要する日
2月6日（日）

路線別注意報日　Ｒ54　2月26日（土）
県下一斉警報日　2月6日（日）

2月

（－35人）

（－40人）

（＋ 5人）

（－13世帯）

（　）は対前月比

　政府は、毎年２月７日を「北方領土の日」と定め、北方

領土返還要求運動を国を挙げて進めています。

　２月７日は、1855年（安政元年）に日露通好条約が調印

された日で、歯舞群島・色丹島・国後島および択捉島の、
はぼまい しこたん くなしり えとろふ

いわゆる北方四島が我が国固有の領土として、国際的に

も明確にされた日です。しかし、戦後59年を経た今日、

全国民の悲願にもかかわらず、未だに返還は実現されて

いません。

　私たち一人ひとりの声を結集し、みんなで協力し合っ

て北方領土の早期返還を実現させましょう。

2月7日は北方領土の日です

日　　時　２月６日（日）～
　　　　　　　３月13日（日）
　　　　　（毎週日曜　全６回）
　　　　　10：00～12：30
会　　場　三次市勤労者体育センター
　　　　　（東酒屋町306-60）
参 加 費　2,000円
申込締切　１月31日（月）
主　　催　三次市体育協会
　　　　　三次市テニス協会
申し込み・お問い合わせ先
三次市テニス協会事務局
☎・FAX
（0824）63-9703

第8回テニス教室
（硬　式）
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出雲大社
備後分院

　
昨
年
は
自
然
の
猛
威
に
悩
ま

さ
れ
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ

た
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
一
方
で
は
一
昨
年
の
大
雪
が

嘘
の
よ
う
な
暖
か
な
気
候
で
、

遠
距
離
通
勤
の
私
に
と
っ
て
は

大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　
自
然
の
猛
威
、
日
本
経
済
・

社
会
な
ど
大
変
厳
し
い
世
の
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
年
が
皆

様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
と

な
る
よ
う
祈
念
し
、
私
も
誓
い

を
新
た
に
ガ
ン
バ
リ
ま
す
。
明

　
新
年
を
迎
え
、
初
詣
に
出

か
け
ら
れ
た
方
も
多
い
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　
三
良
坂
町
に
あ
る
出
雲
大

社
備
後
分
院
は
、
明
治
12
年

に
島
根
県
の
出
雲
大
社
の
御

分
霊
を
奉
じ
、
以
来
1
2
0

年
以
上
、
年
末
年
始
に
は
毎

年
各
地
か
ら
大
勢
の
参
拝
客

が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
境
内
に
は
社
殿
、
拝
殿
、

社
務
所
や
神
木
が
あ
り
、
荘

厳
な
空
気
が
漂
っ
て
い
ま

す
。

　
別
名
「
光
人
形
」
と
呼
ば
れ

る
三
次
人
形
。
窯
元
で
は
色
付

け
作
業
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。
こ
の
冬
は
干
支
と
同
じ

鶏
の
人
形
も
制
作
。
初
め
て
の

試
み
だ
そ
う
で
す
。

　
三
次
町
の
「
み
よ
し
本
通
り

人
形
館
」
に
は
、
江
戸
後
期
に

作
ら
れ
た
も
の
を
は
じ
め
、
数

多
く
の
三
次
人
形
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
月
の
表
紙

三
次
人
形
　
色
付
け

社殿には「備後出雲大社」の文字



名　　前 住　　　所 電話番号 担　　当　　地　　区
藤 村 得 眞
近 藤 幸 惠
小 山 和 夫
岩 見 篤 子
末 盛 共 榮
松 本 好 文
丸 山 民 子
大 坪 冨 和
平 岡 甚二郎
黒 瀬 ホズヱ
福 万 弘 隆
重 明 美
山 田 清 司
瀬 戸 布 子
下 田 千惠子
武 内 一 登
山 田 安 男
坂 本 利 春
谷 兼 誠 壯

山家町196
東河内町808
穴笠町104
西河内町320
小文町2
三次町1635-20
三原町353
三次町1402
三次町854-29
三次町1472-1
三次町1315-1
三次町1680-1
畠敷町475
三次町1199
三次町962
日下町62
三次町1795-6
三次町139-10
三次町212

0824-63-8546
0824-63-7812
0824-63-8505
0824-63-7038
0824-62-4348
0824-63-0785
0824-63-6640
0824-62-0027
0824-63-9092
0824-63-9607
0824-62-3856
0824-63-4492
0824-63-1551
0824-62-2535
0824-62-3888
0824-63-8633
0824-63-8666
0824-62-3377
0824-63-7692

山家町
東河内町、穴笠山岡
西河内町上1・2組、中1・2組、穴笠町（穴笠山岡を除く）
三次・河内地区全域
小文町、西河内町下1・2組、段
太才町1・2、宮峡
三原町、山家町の一部、郷川
内町1・2
三次・河内地区全域
西中町、大工町
住吉町1・2
大内通り1・2
稲荷町
本通り、旭町
中所
日下町、板崎
西本町、栄町、上町
寺戸（願万寺）
寺戸

◎

◎

名　　前 住　　　所 電話番号 担　　当　　地　　区
大 畠 一 美
今 井 仁 美
國 重 巖
松 岡 弘 
佐 藤 匡 司
鳥 谷 明 正
中 重 暢 子
児 玉 逸 樹
小 田 明 男
伊 川 由 子
麓 知 子
後 藤　 昭
野 佐智子

久 行 則 男
政 倉 弘 彦
寺 迫 喜 三
安 宗 暢 子
德 田 つね子
冨士原百合子
坂  本 男
田 邊 輝 夫
岸 武 彦
大 井 和 貴

西酒屋町17-1
東酒屋町1273
西酒屋町1360
東酒屋町376-2
十日市中3-15-20
十日市西5-8-20
十日市東5-1-1
十日市中１-3-36
十日市南7-4-10
十日市中3-10-17
十日市東5-5-27
十日市中4-1-1
十日市西6-7-15
十日市西2-8-3
十日市南7-6-2
十日市南4-5-31
十日市東1-4-36
十日市西1-4-25
十日市東3-13-11
十日市南2-2-12
十日市南7-6-15
十日市東2-5-10
十日市中3-16-8

0824-63-6004
0824-63-6037
0824-63-7745
0824-63-5566
0824-62-2961
0824-62-5002
0824-63-0712
0824-63-0052
0824-63-7569
0824-62-3325
0824-63-1650
0824-62-2772
0824-62-5292
0824-63-8641
0824-62-3880
0824-64-2410
0824-63-7419
0824-62-4711
0824-63-5860
0824-63-5675
0824-62-4878
0824-62-9517
0824-63-5980

西酒屋町（上本谷、下本谷、市営住宅）
十日市・酒屋地区全域
西酒屋町（船所1・2・3・4）、三軒屋、末元
東酒屋町（大東1・2・3、門田上・下、松尾、徳市）
中3－12～17、中4－5～9
西2－13、西3－2～16、西4－3～9、西5－5・6・9、植松、大村
東4－1～13、東5－1・3・9・11～20、東6－1
中1－2～4、中2－8～12・14
南6－7～14、南7－3～5・11・12、西2－1～3・9～12、西3－1
中2－4・5・7、中3－1～11
東5－2・4～8・10、東6－2～13
中4－1～4・10～17、東1－6～16
中1－10～14、中2－13・15、西6－1～10
西2－4～8、西4－1・2・10、西5－1～4・7・8・10～15
南6－5・6、南7－1・2・6～10
南4－4～13、南6－2～4・15～28
南1－2～11、東1－1～5、中2－1～3・6
中1－1・5～9、西1－1～13
東3－2～5・7～16
南1－1、南2－1～16、南3－1～16
南4－1～3、南5－1～10、南6－1
東2－1～15、東3－1・6
十日市・酒屋地区全域

◎

◎

■十日市地区（23名）

■三次地区（19名）

三次市民生委員・児童委員及び
主任児童委員一覧

　生活上の悩みをもっている地域の人々の相談相手となり、地域住民と関係行政機関

とを結ぶパイプ役として活動しています。

　一斉改選にともない、以下の189名が委嘱されました。

担当課　福祉事務所まごころ福祉室　☎（0824）62-6146 FAX（0824）62-6285

民生委員･児童委員   169名
主任児童委員       　　20名

【2004年12月1日現在】

（ ）◎……主任児童委員
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名　　前 住　　　所 電話番号 担　　当　　地　　区
佐々木 知 正
松 本 幾 雄
小 林 弘
村 竹 裕 弘
樫 迫 正 明
武 田 史 子
蔀 直 子
山 幹 雄

青河町1177-6
青河町2278
上志和地町1209-2
下志和地町745
上川立町1917-3
秋町948
下川立町194
下志和地町2363

0824-68-2334
0824-68-2428
0824-67-3640
0824-68-2580
0824-68-2176
0824-68-2217
0824-68-2424
0824-67-3655

青河町（市場1・2、下青河、片山、宮地）
青河町（上青河、原田、糘地、松谷）
下川立町、上志和地町（岡西1・2、折紙、中央、岸ﾉ下）
下志和地町（木舟、駅農、駅組、上瀬谷、中瀬谷、下瀬谷）、上志和地町（大坪）
上川立町
秋町、上志和地町（中所）
西部地区全域
上志和地町（市場）、下志和地町（土居、西川、川東、船谷、新開、藤根原、春木）

◎

■西部地区（8名）

名　　前 住　　　所 電話番号 担　　当　　地　　区
曲 田 昌 佳
久 保 哲 子
有 田 雅 俊
上 坂 ハルカ
廣 澤 元 生
山 本 強
大 崎 玲 子
津 村 周 子
永 谷 英 成
戸 島 則 明
小 平 勉
坂 本 博 昭
松 野 六 子
平 田 治
有 福 和 幸
住 田 義 昭
松 島 哲 夫
桑 田 誠 子
反 田 一 成
若 林 伊都枝

廻神町2316
高杉町429-2
高杉町1181
廻神町698
向江田町1495
向江田町3813
向江田町2803
和知町1540
向江田町2191
和知町245
糸井町495
大田幸町1388
大田幸町2849-3
志幸町28-1
塩町2169-7
小田幸町169-2
有原町438
三若町385-1
海渡町1098-2
上田町1050

0824-66-1547
0824-66-1612
0824-66-1753
0824-66-1421
0824-66-1106
0824-66-1798
0824-66-2620
0824-66-2683
0824-66-2593
0824-66-2791
0824-66-2328
0824-66-2009
0824-66-1932
0824-66-1379
0824-66-2867
0824-66-2226
0824-69-2148
0824-69-2026
0824-69-2426
0824-69-2205

神杉地区（18区、19区上下、20区、21区、22区、23区、24区） 
神杉地区（1区、2区、3区、4区、5区、6区上、市営住宅）
神杉地区（6区下、7区、8区、9区、10区、11区）
神杉地区（12区、13区、14区上下、15区、16区、17区）
向江田町（下組、下中、上中、下山手）
和知町（中組、西組）、向江田町（菅田）
東部地区全域
和知町（尾越、紙屋）
向江田町（池田、寺町、上山手、郷組）
和知町（大当上下、宮組）
糸井町（甲、乙、丙、丁）
畑原、上の段、矢谷、信貞上・中・下
寄国、上志幸、上井田、下井田、木乗町
志幸上・中、宮、沖組、三万寺、塩町新・旧
東部地区全域
本郷上・下、上定、上谷、五反田前・中・後
有原町
三若町
石原町、海渡町
上田町

◎

◎

■東部地区（20名）

名　　前 住　　　所 電話番号 担　　当　　地　　区
上 田 憲 昭
桑 田 幸 雄
鷲 尾 定 子

岸 田 立

四 車 ユキコ
小 原 德 彦
池 頭 美佐枝

福 吉 幸 吉

藤 井 喜代子
香 川 露 子
豊 原 英 子
原 田 重 德
曽利田 隆 三
小 田 カズ子
岩 笙 子
平 山 智

四拾貫町1072-2
四拾貫町99-20
南畑敷町38-7

畠敷町1014

南畑敷町501-11
畠敷町210
四拾貫町1037-5

畠敷町1377

四拾貫町126-1
南畑敷町84-57
畠敷町1092-1
後山町262
畠敷町1128
南畑敷町734-41
畠敷町844-1
南畑敷町124－23

0824-63-8754
0824-62-1425
0824-63-7705

0824-63-7677

0824-63-9114
0824-63-4581
0824-62-2643

0824-63-8944

0824-63-7842
0824-63-8971
0824-63-9003
0824-63-4736
0824-63-4897
0824-63-6095
0824-63-2328
0824-63-5115

四拾貫町（段、日南、中組、大迫団地、山家、池の内、生協団地）
畠敷上（宮田、半坂の一部、国交省アパート及びその付近）
南畑敷町（大下全域）

畠敷上（半坂、中央、ひまわり、わかば、NTT官舎、グリーンハイツ付
近）、王之段県営住宅、寿常会及び周辺

南畑敷町（山手、麻原〔一部除く〕）
畠敷下（農免道南側全域）、九郎・王子・竜王の一部
八次地区全域

畠敷上（加茂、県営三次、中央ハイツ、七福、親和、中村住宅、コスモハ
イツABCD、竜王王の段の一部、加茂わかくさの一部）

四拾貫町（小原、塩迫、高杉、下山・向山団地、山陽ビル他）
南畑敷町（生協団地、県営住宅、第2・3・4堂山団地）
畠敷上（新組、学園通付近、岩屋、平成常会及び付近）
後山町
畠敷上（王ノ段、王陽台、下畠敷比叡尾）、九郎・王子の一部
南畑敷町（掛原、市営住宅、第１堂山団地、山手麻原の一部）
畠敷下（農免道北側全般〔比叡尾・九郎の一部を除く〕）
八次地区全域

◎

◎

■八次地区（16名）

名　　前 住　　　所 電話番号 担　　当　　地　　区
大  森   司
村 賢 二

加井妻 敏 幸
前 貴 志
槇 田 正 治
寺 井 千代子

粟屋町2888-40
粟屋町3770-2
粟屋町甲1740
粟屋町5048
粟屋町622-6
粟屋町甲4932

0824-63-5559
0824-63-0854
0824-63-6736
0824-63-5836
0824-63-6808
0824-63-6548

落岩上・下、岩脇上・中・下、柳迫
荒瀬上・下、下津河内、馬行谷、長谷
旭上・下、米丸、亀谷上・下、中の村
元国、中垣内、大平前・後、小森
若屋、上旭、上村上・下、細田、長伝
粟屋地区全域◎

■粟屋地区（6名）
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名　　前 住　　　所 電話番号 担　　当　　地　　区
伊 木 求
完 田 哲 司
森 岡 美惠子
中 岡 洋 明
二本森 淳 朗
花 利 幸 雄
永 谷 喜代子
一本木 貞 子
原 昭 子

君田町東入君593-2
君田町櫃田601
君田町東入君14-5
君田町茂田甲362
君田町藤兼147
君田町石原416
君田町西入君213
君田町櫃田762-4
君田町泉吉田73

0824-53-2124
0824-53-2710
0824-53-2143 
0824-53-2838
0824-53-2447
0824-53-2529
0824-53-2339
0824-53-2377
0824-53-2533

東入君（中塚、松ヶ瀬中、上組）、泉吉田
櫃田（御所ヶ原、中野原、沓ヶ原）
東入君（松ヶ瀬地区、中塚を除く）
茂田、東入君（松ヶ瀬下組）
藤兼、卸子
石原
西入君
櫃田（畑原、宮ヶ原、寺西、寺原）
君田地区全域◎

■君田地区（9名）

名　　前 住　　　所 電話番号 担　　当　　地　　区
植 山 幸 登
益 田 久 義
小 川 裕 巳
中 村 義 和
森 島 秀 和
多 田 聰 美
笠 岡 宏 子
青 木 小 梅

布野町横谷1382
布野町上布野365
布野町上布野1332-6
布野町上布野1438-3
布野町上布野1746
布野町下布野421-3
布野町戸河内488
布野町下布野甲362

0824-54-2160
0824-54-2262
0824-54-2028
0824-54-2451
0824-54-2372
0824-54-2801
0824-54-2823
0824-54-2720

吸谷、吉谷、室、中郷、瀬戸、石貝
大原宮、奥上、奥下
中村、町上、新町
町中、町下
二井殿、柳田、東
姫ヶ谷、こぶし、大伴、河戸（黍を除く）
戸河内上、戸河内下、河戸（黍）
布野地区全域◎

■布野地区（8名）

名　　前 住　　　所 電話番号 担　　当　　地　　区
齊 木 亨
楠 佐津美
加 藤 幸 子
牧 原 利 浩
亀 照 惠
柴 田 正
橋 本 三千夫
松 島 博 幸
中 島 壽 子
平 田 幸 子
植 岡 弘 治
金 子 若 葉
本東地登美子
邉 見 末 子

作木町伊賀和志87
作木町大津392-2
作木町森山西195
作木町森山中709
作木町森山東13
作木町大畠104
作木町西野269
作木町上作木139-2
作木町下作木1136
作木町香淀1-25
作木町香淀670
作木町香淀1027
作木町大山甲43
作木町門田60-1

0824-55-7116
0824-55-3440
0824-55-2361
0824-55-3555
0824-55-2381
0824-55-2461
0824-55-2232
0824-55-2441
0824-55-2143
0824-55-3117
0824-55-2840
0824-55-2711
0824-55-3210
0824-55-2810

伊賀和志
大津
森山西
森山中、岡三渕
森山東、森山中
大畠、光守
西野
上作木
下作木上
下作木下
香淀下、門田下
門田上、香淀上
大山
作木地区全域◎

■作木地区（14名）

名　　前 住　　　所 電話番号 担　　当　　地　　区
升 田 芳 樹
二井見 昭 秀
高 下 美惠子
谷 光 俊 武
伊 達 かほり
正 山 與 惠
雲 井 一 浩
松 本 斉 子
免 田 福 一
赤 名 正 三
小早川 敦 子
丸 田 美紀子
星 野 フミエ
岡 本 共 榮
村 上 直 子
宮 迫 幸 子
佐 伯 美智子
小 田 正 則
梶 川 美代子
井 上 睦 弘

吉舎町吉舎468-3
吉舎町吉舎875
吉舎町吉舎747-4
吉舎町吉舎120-１
吉舎町敷地3153
吉舎町安田1490-4
吉舎町上安田357
吉舎町上安田1938-4
吉舎町三玉577-1
吉舎町海田原692-2
吉舎町矢野地557
吉舎町敷地66-3
吉舎町敷地1721
吉舎町敷地2551-1
吉舎町丸田316
吉舎町檜425
吉舎町檜212
吉舎町辻592
吉舎町徳市2588
吉舎町吉舎835-11

0824-43-2251
0824-43-2431
0824-43-2629
0824-43-2680
0824-43-3219
0824-43-4025
0824-43-4009
0824-43-4186
0824-43-2177
0824-43-2850
0824-43-2787
0824-43-2585
0824-43-3930
0824-43-3096
0824-43-3253
0824-43-3329
0824-43-3323
0824-43-4088
0824-43-3505
0824-43-2209

七日市上イ・ロ、四日市市住2、ほのぼの住宅、南田、栄町、西田市住、白根、吉舎谷
四日市下イ・ロ、四日市市住1、四日市上・中・雇用促進、東町上・下
七日市中・下、七日市市住1・2、東郷
古市１～5丁目、古市市住
吉舎地区全域
安田（大忠、角利、昭和、古市、平石、安田市住）
安田（寺迫、郷、上谷、鳥巣、ひまわり）
上安田
三玉（上組、本郷、上郷、中組、平松城）
三玉（川隅）、海田原
矢井、矢野地
敷地（真御堂、塩野、梅ノ木、一之渡、一日市）
敷地（下矢井、下矢井中、右谷、チ、リ、ヌ、小林上・下）
敷地（ヲ、ワ、カ、ヨ、タ、レ、ソ）
丸田イ・ロ、清綱、畠中団地
檜、岡田山、吉舎川之内
丸田八・二、雲通
辻
徳市
吉舎地区全域

◎

◎

■吉舎地区（20名）
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名　　前 住　　　所 電話番号 担　　当　　地　　区
湯 免 マス子
瀬 戸 三 歳
伊 藤 優 子
藤 川 康 則
馬 々　頼 三
落 合 岑 俊
菅 原 秀 芳
山 元 辰 二
乙 重 清 治
伊 藤 千鶴惠
沖 田 陣 子
渡 邉 妙 子
近 藤 一 由
奥 田 良 明
鷲 尾 仁 子

三良坂町三良坂732-5
三良坂町三良坂1729-46
三良坂町灰塚15-2
三良坂町仁賀883-1
三良坂町灰塚13-1
三良坂町皆瀬417
三良坂町仁賀67-1
三良坂町三良坂686-4
三良坂町長田813-1
三良坂町岡田323-6
三良坂町三良坂943-2
三良坂町灰塚6-3
三良坂町三良坂1212-8
三良坂町三良坂2840-1
三良坂町長田1492

0824-44-2772
0824-44-3859
0824-44-2370
0824-44-3246
0824-44-2304
0824-44-2623
0824-44-2430
0824-44-2705
0824-44-3034
0824-44-2687
0824-44-2823
0824-44-2285
0824-44-2825
0824-44-3568
0824-44-3066

柳町、高木、上本町、中本町、久松、岡
小川、十王堂、反、段が丘、上郷
三良坂地区全域
宇根側、市場、皇渡、中山、尾野原、仮屋迫
東区、中区
田利、皆瀬、植野原
光清、段、蔭地、日南、斗納
沖江、迫田、羽木、兎峠、田中
長田
岡田、新開
下本町、愛宕、駅前、中郷、下郷、岩崎
南区、西区
日南、大仙、黒田、和田
八雲、興亜、藤坂、三本木、塩野浦、祇園、みどりヶ丘
三良坂地区全域

◎

◎

■三良坂地区（15名）

名　　前 住　　　所 電話番号 担　　当　　地　　区
佐 藤 公 子
新 光 慶 子
吉 村 八重子
吉 村 泰 惠
渡 邊 淳 子
廣 田 正 之
吉 平 登
稲 田 道 子
森 田 葉 末
細 美 昌 信
定 森 智 秋
児 玉 恭 子
的 場 幸 人
中 田 雄 久
河 野 和 昭

三和町上壱1828-2
三和町上壱365-1
三和町上壱3296
三和町羽出庭1008
三和町羽出庭2859
三和町上壱5581
三和町上壱3887
三和町上板木153
三和町大力谷522
三和町敷名1710
三和町敷名4787
三和町羽出庭733
三和町下板木1576
三和町福田227
三和町羽出庭1421

0824-52-2201
0824-52-3329
0824-52-2181
0824-52-2797
0824-52-3050
0824-52-2533
0824-52-2502
0824-52-2021
0824-52-3560
0824-52-3361
0824-52-2232
0824-52-2775
0824-52-3630
0824-52-3004
0824-52-2829

上宮崎、下宮崎、想田
上郷、伏原、飯田
掛、番郷、日南、中曽根、半原
羽出庭6区～12区
羽出庭13区～18区
仏正、矢原、舟迫、上壱歩
三和地区全域
上板木1区～5区
大力谷1区～4区
敷名6区～11区
敷名1区～5区
羽出庭1区～5区、高鉢
下板木1区～7区、長谷
福田1区～4区、老人ホーム
三和地区全域

◎

◎

■三和地区（15名）

名　　前 住　　　所 電話番号 担　　当　　地　　区
田 村 典 子
藤 原 靖 栄
中 村 和 子
近 藤 清 子
上 落 惠美子
田 村 清 子
下 宮 昌 三
福 原 勲
満 重 キヨコ
竹ノ中 妙 子
近 藤 幸 正
上 甲 義 馬
立 石 喜美子
林　　　　勉 
明 永 宗 浩
中 垣 己 壯

甲奴町本郷666
甲奴町小童453-1
甲奴町小童288
甲奴町小童1082
甲奴町太郎丸684-5
甲奴町有田1850
甲奴町西野492
甲奴町小童2027
甲奴町梶田496
甲奴町福田320-1
甲奴町小童4735
甲奴町宇賀589
甲奴町本郷2294
甲奴町抜湯124
甲奴町梶田1512
甲奴町宇賀2106

0847-67-2314
0847-67-2767
0847-67-2751
0847-67-3344
0847-67-2365
0847-67-2786
0847-67-3383
0847-67-3274
0847-67-3177
0847-67-2746
0847-67-2820
0847-67-2721
0847-67-2919
0847-67-2680
0847-67-2729
0847-67-3007

本郷郷、時兼住宅、明神住宅、駅前団地、コスモス裏、駅住宅
掛谷、品中央、品東、太郎丸、広石、東谷
甲奴地区全域
宮部上、宮部下、下谷、井神住宅、祇園住宅
郷東、郷西、郷南、郷北、敷尾西、敷尾、宇根
上抜湯、下抜湯、上谷、下谷、西谷
美山荘、ケアハウス、西野上、西野下、井堀、大歳住宅
政広、麓、峠、山根、市場、桂正寺A・B
梶田上、戸下、伏越住宅、高山、兼石住宅
福田上、福田中、福田下
頼藤、切松、中倉、中倉上、河本下、中反田、古屋、塩貝東・西
城、貞森、明力、開、宮迫
大谷、橋本、日南、矢原、板屋
森、秋森、内附、抜湯下
下志、梶田郷、友森、粟島住宅
郷下、郷上、専光寺谷、一宮谷、六ツ宗、宇賀住宅

◎

■甲奴地区（16名）
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